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　残暑が終わり，ようやく秋らしくなってきたなと思う今日．最近あった病棟での新
型コロナウイルス流行を振り返りながら，やはりコロナの終息は遠そうだなと思いを
巡らせインターネットニュースを眺めていたおり，とある記事が目に留まった．「レプ
リコンワクチン接種者，入店お断わり」何だこれは？　コロナワクチンを打ったら感
染が拡がる懸念がある？　私の頭の中は大混乱である．
　時を同じくして，友人からコロナワクチンを打つべきか相談があった．そう，話題
のレプリコンワクチンを，である．医学の専門家として，ここは的確なアドバイスを
したいところだが，まったくお恥ずかしいことに私はレプリコンワクチンが何なのか
も知らず，Googleで検索することから情報収集を始めた．Pubmedで原著論文を閲覧
し，レプリコンワクチンとは新しいタイプのmRNAワクチンで，細胞に入ったmRNA
が自己増殖することで免疫獲得の効率と効果の持続時間が改良されたワクチンである
ことをようやく理解した．ワクチン接種が感染につながる科学的に妥当な根拠は見出
せなかったため，私からすれば十分妥当なワクチンと思えた．
　医療を受ける大多数は専門的知識のないことが多く，医療の妥当性や安全性に疑い
の目を向けられた際に，納得のできる説明を行う必要がある．最近はインターネット
やSNSで膨大な情報が得られる時代であり，いうなれば情報武装されていることもし
ばしばあり，生半可な説明では納得が得られないことも増えてきた．先日，外来で患
者さんから「BNP値が正常範囲から逸脱していますが，私は心臓に問題があるのでは
ないですか？　大丈夫なのですか？」とかなり不安な表情で質問を受けた．どうやら
インターネットで心不全について調べたことをきっかけに一気に不安になったとのこ
とであった．そもそも心疾患がある方と健常人とでは目指す BNPの値が違うことは
当然なのだが，こんこんと丁寧に説明して何とか安心していただけた．たまたま専門
の循環器領域だったからよかったものの，門外漢の分野の検査値が話題だったらどう
なっていたか．内科医は専門以外にも幅広い知識が必要である．非専門分野の検査値
についても造詣を深めるよい機会だなと，本誌を手に思うのであった．
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